
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
二
度
江
戸
に
お
い
て
、
患
者

の
治
療
に
当
た
り
、
大
目
付
井
上
政
重
の
興
味
を
引
い
た
こ
と
は

周
知
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
外
科
医
と
し
て
の

活
動
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
出
島
商
館
の
日
記
以
外

の
文
献
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
六
五
○
年
二
月
十
日
に

稲
葉
美
濃
守
の
腕
を
治
療
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宗
田
一
氏
が

紹
介
し
た
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
に
詳
細
な
処
方
が
残
っ
て

い
る
。私

は
さ
ら
に
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
、
ス
ヘ

ー
デ
ル
、
ス
ミ
ト
と
共
に
江
戸
に
残
っ
て
い
た
一
六
五
○
年
五
月

十
六
日
か
ら
十
月
十
五
日
に
か
け
て
の
資
料
と
し
て
バ
イ
レ
フ
ェ

ル
ト
と
出
島
商
館
の
問
で
交
さ
れ
た
書
簡
と
並
び
に
バ
イ
レ
フ
ェ

ル
ト
に
よ
る
毎
日
の
出
納
簿
を
発
見
し
た
。
ど
の
薬
品
を
オ
ラ
ン

８
カ
ス
パ
ル
流
外
科
に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

ダ
人
が
そ
の
年
江
戸
に
運
ん
だ
の
か
、
特
使
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ヴ
ィ

ウ
ス
と
フ
リ
シ
ウ
ス
が
乗
っ
て
い
た
船
の
送
り
状
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
薬
箱
二
個
分
の
中
身
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
『
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
』
及
び
『
阿
藺

陀
外
療
集
」
に
記
さ
れ
て
い
る
一
連
の
薬
品
と
お
お
よ
そ
一
致
し

て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
一
六
五
○
年
と
一
六
五
一
年
に
井
上
筑

後
守
が
行
っ
た
注
文
も
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
交
付
さ
れ
た
送
り
状
な

ど
か
ら
復
元
で
き
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
教
え
が
元
来
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か

把
握
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
江
戸
滞
在
中
の
通
詞
猪
股
伝
兵

衛
な
ど
に
よ
る
記
録
は
そ
れ
以
降
の
も
の
と
混
ざ
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
「
カ
ス
パ
ル
」
の
名
称
で
様
々
な
文
献
が
残
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
ま
ず
河
口
良
庵
に
遡
る
『
阿
藺
陀
外
療

集
』
と
、
著
者
不
明
の
『
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
』
で
あ
る
。
そ

の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
は
西
暦
の
一
六
五
○
年
の
十
月
と
十

一
月
で
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
江
戸
滞
在
が
終
わ
る
頃
に
あ
た
る
。

宗
田
氏
は
こ
こ
に
見
ら
れ
る
十
七
の
軟
膏
薬
が
お
そ
ら
く
直
接
シ

ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
か
ね
て
か
ら
指
摘
し

て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
第
三
の
文
献
は
京
都
大
学
に
保
管
さ
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定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

れ
て
い
る
「
紅
毛
外
科
害
』
で
あ
り
、
一
般
に
西
流
外
科
に
属
す

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
日
付
二
六
五
一
年
十
一
月
）

及
び
猪
股
伝
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ

ル
が
同
年
十
一
月
一
日
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
ヘ
旅
立
っ
た
直
後
、
猪
股

が
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
日
本
滞
在
の
二
年
間
に
集
め
ら
れ
て
い
た
記

述
を
再
考
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
紅
毛
外
科
書
」
に
も
上

記
の
十
七
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
軟
膏
薬
の
処
方
の
出
典
は
こ
れ
ま
で
不
明

で
あ
っ
た
。
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
薬
事
害
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
大
半
は
一
六
三
六
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
薬
局
方
は
ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
や
ロ
ン
ド
ン
、
ケ
ル
ン
の
薬
局
方
に
遡
る
も
の
で

あ
り
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
紹
介
し
た
實
薬
の
中
に
は
中
世
の
イ

ス
ラ
ム
系
学
者
に
よ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の

こ
の
十
七
方
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
流
の
も
の
だ
と
断

上
記
の
三
つ
の
文
献
を
比
較
す
る
と
他
に
も
共
通
し
た
部
分
が

あ
り
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
教
え
」
の
原
形
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
：
（
ａ
）
寒
熱
風
疾
見
様
之
事
、
（
ｂ
）
寒
熱
風
疾
療
治
之

事
、
（
Ｃ
）
膏
薬
能
毒
之
事
、
（
ｄ
）
膏
薬
煉
様
、
（
ｅ
）
種
々
の
腫

物
や
傷
の
手
当
、
（
ｆ
）
幾
つ
か
の
油
薬
の
紹
介
。
さ
ら
に
、
四
十

以
上
の
カ
ス
パ
ル
流
の
古
文
書
を
比
較
す
る
と
、
上
記
の
項
目
が

驚
く
ほ
ど
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
そ
の
伝
達
の
流
れ
の
一
部
が
明

ら
か
に
な
る
。

十
七
世
紀
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
大
学
に
於
け
る
医
学
研
究
と
比
べ

る
と
、
特
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
病
理
学
は
時
代
遅
れ
の
よ
う
に

思
え
る
が
、
彼
の
出
生
地
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
の
外
科
医
ギ
ル
デ
の
試

験
規
定
や
東
イ
ン
ド
会
社
の
外
科
医
採
用
の
た
め
に
書
か
れ
た

「
外
科
学
の
試
問
」
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
外
科
医
に
は
様
々

な
実
践
的
な
技
能
が
要
求
さ
れ
な
が
ら
、
「
理
論
」
の
養
成
は
極
め

て
単
純
な
体
液
論
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
そ

れ
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）
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